
① 「ありがとう」を大切にしよう

仲間、相手チーム、指導者、審判員、応援してくれる人たちに「ありがとう」を伝えよう。
感謝の言葉は、みんなの心をつなげ、サッカーをもっと楽しくする力があります。

② 「ごめんなさい」を言える勇気を持とう

失敗したとき、誰かを傷つけてしまったときに「ごめんなさい」と伝えよう。自分を見つめ直すことが、信頼を取り戻しさらなる成長の一歩になります。

③ 「どうしたの?」と声をかけよう

困っている人や悲しそうな仲間を見かけたら、「どうしたの?」とやさしく声をかけよう。その一言が、誰かを救うことがあります。
みんなで支え合い、安心してサッカーを楽しめるチームをつくりましょう。

この宣言にこめた思い

• サッカーを通して、思いやり・勇気・つながりを育てます。

• 子どもも大人も、誰もが尊重される“安全で温かいサッカー環境”を守ります。

• この3つの言葉を、日々のプレーや指導、応援の中で生かしていきます。 公益社団法人 岩手県サッカー協会

会長 森 亮
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